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1. 2021年3月期第1四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第1四半期 66,439 △48.1 △9,961 ― △9,220 ― △9,585 ―

2020年3月期第1四半期 128,032 4.6 7,389 △5.1 7,384 △12.0 5,294 △3.9

（注）包括利益 2021年3月期第1四半期　　△7,154百万円 （―％） 2020年3月期第1四半期　　3,491百万円 （△21.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第1四半期 △105.04 ―

2020年3月期第1四半期 58.02 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第1四半期 359,395 231,014 60.7

2020年3月期 378,489 241,023 60.3

（参考）自己資本 2021年3月期第1四半期 218,185百万円 2020年3月期 228,375百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 32.00 ― 30.00 62.00

2021年3月期 ―

2021年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2021年３月期（予想）の中間配当金及び期末配当金につきましては未定としております。

なお、配当の予想が可能となった段階で、速やかに開示いたします。

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 172,000 △32.4 △9,500 ― △9,000 ― △10,000 ― △109.57

通期 410,000 △18.0 △1,000 ― 0 ― △3,000 ― △32.87

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期1Q 94,234,171 株 2020年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2021年3月期1Q 2,959,992 株 2020年3月期 2,984,471 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期1Q 91,255,820 株 2020年3月期1Q 91,249,822 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1.当第１四半期連結会計期間において、第２四半期（累計）及び通期連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「業績予想に関する

　お知らせ」をご覧ください。

2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は66,439百万円と、前年同四半期に比べ61,593百

万円(△48.1%)の減収となりました。利益につきましては、連結営業損失は9,961百万円と、前年同四半期に比べ

17,350百万円、連結経常損失は9,220百万円と、前年同四半期に比べ16,604百万円、親会社株主に帰属する四半期

純損失は9,585百万円と、前年同四半期に比べ14,879百万円それぞれ減益となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

 客先生産台数の減少などにより、売上高は42,109百万円と、前年同四半期に比べ35,094百万円(△45.5%)の減収

となりました。営業損失（△）は、売上高の減少などにより8,529百万円となりました。

 

（北米）

 感染症拡大に伴い主要客先の生産が一定期間停止した結果、客先生産台数が大きく減少いたしました。これによ

り売上高は9,870百万円と、前年同四半期に比べ17,173百万円(△63.5%)の減収となりました。営業損失（△）は、

売上高の減少などにより1,792百万円となりました。

 

（アジア）

 感染症拡大に伴い一部の主要客先の生産が一定期間停止した結果、客先生産台数が大きく減少いたしました。こ

れにより売上高は20,317百万円と、前年同四半期に比べ13,863百万円(△40.6%)の減収となりました。営業利益

は、売上高の減少などにより930百万円と、前年同四半期に比べ2,690百万円(△74.3%)の減益となりました。

 

（その他）

 売上高は2,656百万円と、前年同四半期に比べ5,642百万円(△68.0%)の減収となりました。営業損失（△）は、

729百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、主に現金及び売掛金の減少により359,395百万円と、前連結会計年度

末に比べ、19,094百万円減少いたしました。負債は買掛金の減少などにより128,380百万円と、前連結会計年度末

に比べ、9,086百万円減少いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による利益剰余金

の減少により231,014百万円と、前連結会計年度末に比べ、10,009百万円減少いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2021年３月期の業績予想につきましては、感染症拡大の影響により合理的な算定が困難だったことから未定とし

ておりましたが、現時点で入手可能な情報や予測等に基づき算定いたしましたので公表いたします。

 なお、第２四半期会計期間以降の為替レートの前提につきましては、１US＄＝105円、１ユーロ＝115円としてお

ります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2020年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 68,512 61,486 

受取手形及び売掛金 55,856 45,633 

電子記録債権 13,296 9,014 

有価証券 2,491 1,492 

商品及び製品 15,582 17,717 

仕掛品 23,937 25,459 

原材料及び貯蔵品 6,882 6,775 

その他 10,408 9,188 

貸倒引当金 △76 △77 

流動資産合計 196,892 176,690 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 32,808 34,196 

機械装置及び運搬具（純額） 35,156 34,983 

その他（純額） 30,670 28,378 

有形固定資産合計 98,634 97,558 

無形固定資産    

その他 2,270 2,234 

無形固定資産合計 2,270 2,234 

投資その他の資産    

投資有価証券 37,508 39,001 

その他 43,290 44,016 

貸倒引当金 △106 △106 

投資その他の資産合計 80,691 82,911 

固定資産合計 181,597 182,704 

資産合計 378,489 359,395 

 

- 3 -

㈱東海理化(6995)　2021年3月期　第1四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2020年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 37,521 30,106 

電子記録債務 9,845 8,273 

未払法人税等 1,837 1,569 

賞与引当金 8,878 4,648 

製品保証引当金 7,837 7,811 

その他の引当金 294 55 

その他 34,189 38,721 

流動負債合計 100,405 91,187 

固定負債    

社債 10,000 10,000 

役員退職慰労引当金 331 288 

退職給付に係る負債 25,329 25,449 

資産除去債務 73 73 

その他 1,325 1,381 

固定負債合計 37,060 37,192 

負債合計 137,466 128,380 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,887 25,884 

利益剰余金 191,023 178,635 

自己株式 △5,369 △5,325 

株主資本合計 234,397 222,050 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,113 2,364 

為替換算調整勘定 △5,783 △4,781 

退職給付に係る調整累計額 △1,351 △1,448 

その他の包括利益累計額合計 △6,022 △3,865 

非支配株主持分 12,648 12,829 

純資産合計 241,023 231,014 

負債純資産合計 378,489 359,395 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年６月30日) 

売上高 128,032 66,439 

売上原価 110,290 67,842 

売上総利益又は売上総損失（△） 17,742 △1,402 

販売費及び一般管理費 10,352 8,558 

営業利益又は営業損失（△） 7,389 △9,961 

営業外収益    

受取利息 120 60 

受取配当金 213 208 

持分法による投資利益 68 － 

為替差益 － 86 

過年度関税等戻入益 － 331 

その他 177 237 

営業外収益合計 580 924 

営業外費用    

支払利息 31 13 

持分法による投資損失 － 114 

為替差損 554 － 

その他 － 55 

営業外費用合計 585 183 

経常利益又は経常損失（△） 7,384 △9,220 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
7,384 △9,220 

法人税等 1,840 225 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,544 △9,445 

非支配株主に帰属する四半期純利益 249 139 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
5,294 △9,585 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,544 △9,445 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 100 1,278 

為替換算調整勘定 △2,082 1,125 

退職給付に係る調整額 △42 △97 

持分法適用会社に対する持分相当額 △28 △15 

その他の包括利益合計 △2,053 2,291 

四半期包括利益 3,491 △7,154 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,373 △7,428 

非支配株主に係る四半期包括利益 118 274 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計方針の変更）

 （収益認識に関する会計基準等の適用）

  「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

  当会計基準の適用による当第１四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に与える主な影響は以下のとおりで

あります。なお、営業利益に与える影響は軽微です。

 ・金型

 一定の期間にわたって売上高と売上原価を計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、特定の要件

に該当する場合、一時点で売上高と売上原価を計上しております。この結果、当第１四半期連結会計期間の売上

高が1,074百万円増加しております。

 ・顧客に支払われる対価

 従来、売上原価として計上していた一部の費用について、当第１四半期連結会計期間より顧客に支払われる対価

として、売上高から減額しております。この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高が2,002百万円減少して

おります。

 ・買戻し契約

 一部の有償支給取引について、当第１四半期連結会計期間より金融取引として棚卸資産を引き続き認識するとと

もに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高について金融負債を認識しております。この結果、当第１四半

期連結会計期間末日において、棚卸資産が904百万円、流動資産のその他が126百万円、流動負債のその他が

1,030百万円、それぞれ増加しております。

 

  収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

  なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。
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（セグメント情報）

 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日  至 2019年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 64,005 26,868 28,925 119,799 8,233 128,032 － 128,032 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

13,197 175 5,254 18,627 65 18,692 △18,692 － 

計 77,203 27,043 34,180 138,426 8,298 146,725 △18,692 128,032 

セグメント利益 3,068 139 3,620 6,827 556 7,384 5 7,389 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額５百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  ４ （会計方針の変更）に記載のとおり当第１四半期連結会計期間より「顧客との契約から生じる収益」

（ASU第2014-09号）を適用しております。 

    この結果、従来の方法によった場合と比べて、北米の売上高は、530百万円減少しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日  至 2020年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 36,445 9,775 17,630 63,851 2,587 66,439 - 66,439 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

5,663 95 2,687 8,445 68 8,514 △8,514 - 

計 42,109 9,870 20,317 72,297 2,656 74,953 △8,514 66,439 

セグメント利益又は損

失（△） 
△8,529 △1,792 930 △9,391 △729 △10,121 159 △9,961 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益又は損失（△）の調整額159百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

  ４ （会計方針の変更）に記載のとおり当第１四半期連結会計期間より「収益認識に関する会計基準」等

を適用しております。 

    この結果、従来の方法によった場合と比べて、日本の売上高は、金型取引について1,074百万円増加

し、顧客に支払われる対価について2,002百万円減少しております。なお、営業利益に与える影響は

軽微です。
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